
１．請求、見積の明細行を最大198としました。
「設定」メニューの「会社情報」、「請求書」もしくは「見積書」のページで、従来

の14行、99行に加えて198行を選択できるようにしました。
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２．複数の見積から１つの請求書を作成
「業務」メニュー「見積」の一覧表示、「アクション」に「複数の見積から１つの請

求書を作成」をできるようにしました。各見積の件名が請求の明細、見積合計金額ま
たは総額が請求明細の金額となります。
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請求書の件名を入力
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作成された請求書

見積書の件名と合計金額もしくは総額
が請求明細や金額になります



３．明細金額の自動計算
「商品」に計算式を設定し、見積や請求の　合計金額・見積総額・請求総額　をもとに管理費等の明細金額を自動で計算できるよう

にしました。 この機能を呼び出す約束事はメモの内容を「金額=」で始め、そして計算式を指定します。 見積や請求のフィールドで計
算式の対象とできるものには、本体である「合計」税込である「総額」が指定できます。
四則演算、掛ける「* 」割る「/」足す「+」引く「-」ができ、計算は単純に左から順番におこないます。
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この例では「金額=総額*単価」としていますので、明細の金額
は総額×単価という計算式で計算されます。
この計算式が設定された商品を、見積や請求の明細から呼び出
すことで一定の割合（%）で計上する管理費等を自動計算する
ことができます。

請求または見積の明細から呼び出します。
注意 !! 再計算する場合は必ず計算された行を一旦クリアして下さい。



計算式に数値を指定することできます。例）金額=総額*0.15
前ページの例の通り単位をブランクにすると数量と単価は０とします。
以下のように単位を指定すると数量を１、計算された金額を単価にも代入します。

sohoLife  v2.0.2  追加修正情報

- 5 -



明細内容に金額を差し込みできます。代入したいフィールドを「<<   >>」で囲みます。
指定可能なフィールドは、<<合計>> <<総額>>　です。
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４．複数の詳細ウィンドウを開く
テーブルの詳細ウィンドウは原則新規で１つ、更新で１つしか開くことができません。例えば複数の見積のウィンドウを開き、内容

を比較、コピー、ペーストをしながら見積を仕上げていくことができるよう複数（10以内）の更新ウィンドウを開けるようにしまし
た。一覧表示で「option alt」キーを押しながらWクリックします。この方法で10以内の更新詳細ウィンドウが開きます。但し、同じ
レコードは開けない、またレコードをナビゲーションする「先頭・前・次・最後」のボタンは使えません。
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option alt を押しながら
Wクリックします

ナビゲーションは使えません



５．合計請求書へ繰越の情報
合計請求書ヘッダーに「前回ご請求額」「ご入金

額」「当月ご請求額」「差引ご請求額」の項目を表示
し、通常のヘッダを非表示にします。
「前回ご請求額」「ご入金額」は保存されませんの

でその都度手入力します。
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▽ボタンを押します


